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恩
給
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
請
求
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

口
旧
軍
人
普
通
扶
助
料
受
給
者
に
扶

　
養
加
給
し
ま
す
。

　
普
通
恩
給
受
給
者
の
遺
族
で
普
通

扶
助
料
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
っ
て
、

そ
の
扶
養
遺
族
で
あ
る
子
供
が
、
十

八
歳
未
満
の
も
の
、
十
八
歳
以
上
二

十
歳
未
満
の
不
具
廃
疾
の
も
の
、
又

は
二
十
歳
以
上
の
不
具
廃
疾
で
生
活

資
料
を
得
る
み
ち
の
な
い
者
な
ど
の

場
合
、
扶
助
料
に
扶
養
加
給
が
付
さ

れ
ま
す
。

□
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
を
支
給

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に

傷
病
年
金
受
給
者
（
第
一
款
症
～
第

四
款
症
）
並
び
に
特
例
傷
病
恩
給
受

給
者
で
特
別
項
症
～
第
一
款
症
ま
で

の
方
が
、
　
（
公
務
に
よ
ら
な
い
）
平

病
死
を
さ
れ
、
そ
の
遺
族
の
方
が
扶

助
料
な
ど
を
全
く
受
給
し
て
い
な
い

場
合
に
十
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

□
旧
満
洲
農
産
物
検
査
所
職
員
で
あ

っ
た
方
は
、
旧
軍
人
等
の
在
職
年
と

旧
満
洲
農
産
物
検
査
所
在
職
年
数
を

通
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
一
時
恩
給
の
請
求
は
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
の
法
律
改
正
で
、
引

き
続
く
実
在
職
年
が
三
年
以
上
七
年

未
満
の
兵
の
階
級
で
あ
っ
た
者
に
も

一
時
恩
給
（
一
時
扶
助
料
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

講
月
分
線
健
事
．
業
の
お
知
ら
せ
．

事
業
名

月
　
日

受
付
時
問

会
　
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
　
　
児

相
　
　
談

－
月
6
日

　
（
木
）

午
前
1
0
時

　
　
～
n
時

加
沢
出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

－
月
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
　
～
2
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

－
月
7
日

　
（
金
）

午
前
1
0
時

　
～
n
時

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

1
月
1
1
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
2
時

下
条
出
張
所

下
条
地
区

1
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
－
月
－
日

～
3
月
3
1
日
ま

で
に
生
れ
た
も

の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

4
ヵ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

1
月
2
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
9
月
生

れ
の
も
の

全
　
地
　
区

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

1
月
18
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

48

年
7
月
生

れ
の
も
の

全
　
地
　
区

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い

昭和52年出初式のお知らせ

　昭和52年出初式をっぎのとおり

行います。当日は、早朝から警鐘

を点打いたします。

地
区
名

日
　
　
時

場
　
所

十
日
町
・
川
治
・

四
日
町
・
吉
田

一
月
六
日
（
木
）

午
前
十
時

市
民
会
館

中
条
平
場

一
月
十
六
日
（
日
）

午
前
十
時

中
条
公
民
館

中
条
山
地

一
月
四
日
（
火
）

午
前
十
時

克
雪
セ
ン
タ
ー

六
箇
地
区

一
月
四
日
（
火
）

午
前
十
一
時

六
箇
小
学
校

下
条
地
区

一
月
七
日
（
金
）

午
前
十
時

下
条
公
民
館

水
沢
地
区

一
月
四
月
（
火
）

午
前
十
時

水
沢
出
張
所

　　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　　慧　　　　　　　　毅　　　　　　雛
　　　　灘　　懸癖藻

1日（土）庭野医院（神明町）

　　　　費2－2711番

2日（日）中条病院（北原）

　　　　魯7－3018番
3日（月）　大　島　医　院（川原町）

　　　　曾2－2957番
9日（日）至誠堂医院（西浦東）

　　　　曾2－3276番
15日（土）十日町病院（高田弔南

　　　　魯7－5566番
16日（日）池田医院（本町西1）

　　　　曾2－2581番
23日（日）　富　田　医　院（神明町）

　
　
中

　
　
町

番
　
懐

9
院

6　

3
医

一2
　
口

曾　
　
山30日（日）

費2－2174番

年末年始のご用はお早めに

　市役所、保育所等の業務は12月29日か

ら1月3日まで休ませていただきます。

　なお、市民課、税務課、会計課などの

窓口と、ごみ収集作業は12月30日まで行

います。

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
豊

　
　
夢翻

　
　
お

　
　
』
』

1／25
　□15号□
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こ
と
し
の
降
雪
は
、
五
十
一
年
一
月
豪
雪
に
つ
ぐ
ド
力
雪
と
な

り
、
一
月
五
日
夜
半
か
ら
六
日
午
前
九
時
ま
で
、
市
内
の
降
雪
量

は
、
平
場
で
七
十
弛
ン
、
山
問
部
で
百
独
ン
を
記
録
す
る
異
常
降
雪
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
は
、
常
設
の
雪
害
対
策
室
の
ほ
か
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
市
民
生
活
の
安
全
と
交
通
の
確
保
に
つ
と
め
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

中沢川の排雪に活躍するユンボ………1月6日

集中的に流雪溝へ投入された雪は、下流の水の流れ

をとめてしまった一。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

が
時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守

っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
て

使
用
し
、
決
し
て
昨
年
の
よ
う
な
事

態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し
な

い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き
な

固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等

が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
際

転
落
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す

　
異
常
降
雪
の
た
め
、
す
で
に
何
回

か
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
の
転
落
事
故
が
四
件

発
生
し
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
セ
リ
出
し
た
雪
の
か
た
ま

り
が
落
ち
て
き
て
、
歩
行
者
が
ケ
ガ

を
す
る
と
い
う
事
故
が
県
内
で
起
き

て
い
ま
す
。
屋
根
雪
が
セ
リ
出
し
て

通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
危
険
で

す
か
ら
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ

い
。

水
道
の
凍
結
防
止
を

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な

り
ま
す
と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
や

ぶ
れ
た
り
し
ま
す
。
水
道
管
や
じ
ゃ

口
の
部
分
に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
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な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
市
内
各
地
で
な
だ
れ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
去
る
一
月
六
日
、
六
箇
地

区
で
表
層
な
だ
れ
の
た
め
人
と
乗
用

車
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸

い
に
も
全
員
無
事
で
し
た
が
、
今
後

は
、
全
層
な
だ
れ
の
危
険
が
で
て
き

ま
し
た
。

　
危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十

分
注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、

な
だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確

保
な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止

を
は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒

の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段

の
ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
レ
な
じ
ヒ
せ
ノ
ヤ

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヂ
ナ

轟
驚
薮
・

　
　
．
！
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

III”1”ll”IIgll”llllIII昭和52年1月25日1

フbパンガスの事故防止を
　最近県内の各地で、雪によるプロバンガスの爆発
事故が多発しています。特に雪おろしの際、調整器
とポンベの接続部分がおれたり、また、ホースがはず

れ床下にガスが溜り、引火爆発するという事故が発
生していますので、警察署及び地域消防本部、県プ

ロバンガス協会中魚沼十日町支会では、つぎのこと
につし・て注意と協力を呼びかけています。

■ポンベの周囲は常時除雪しておくこと。特に除雪
　の際、容器、バルプ、調整器、ホース、ガスメーター、

　配管等に衝撃を与えないよう注意してください。

■屋根の雪おろし中はもちろん、雪おろし後は、特

　に注意してください。また、万一、ガスもれのあ
　ったときは、火気を消し、ポンベのバルプを締め、

　販売店に連絡してください。就寝、外出時には、コ

　ック、元栓を必ず締めること。

■調整器が凍結し、立ち消え事故が起きないために
　調整器をボリエチレン袋などで覆うようにしてく
　ださい。

ーこれから暖気になりますと、雪の重みで配管、調

　整器、ホース等が破損することがありますので、

ご注意ください。

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は
自
分

で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、
入

口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
p
フ
o

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等

た
め
、
消
火
栓
（
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

配
管
等
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅

固
な
雪
囲
い
を
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
ス
ト
ー
ブ
等
の
燃
料
補
給
は
完

全
に
消
火
を
確
か
め
て
か
ら
。
ま
た
、

ス
ト
：
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を
ほ
さ

な
い
よ
う
に
o

　
目
消
火
器
や
消
火
用
水
の
備
え
を

し
ま
し
よ
う
。

　
■
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避

難
方
法
を
考
え
よ
う
。

浅
川
原
調
整
池
に

自
鳥
が
飛
来

　
浅
川
原
調
整
池
で
は
、
こ
と
し
も

臼
鳥
の
親
子
が
七
羽
優
雅
に
泳
ぎ
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
整
池
に
自

鳥
が
訪
れ
た
の
は
、
す
で
に
六
回
目
。

　
去
る
十
二
月
十
八
日
に
二
羽
だ
っ

た
白
鳥
は
一
月
十
三
日
か
ら
七
羽
に

増
え
、
馬
場
禎
光
君
（
吉
田
中
二
年
）

は
、
毎
日
、
朝
と
夕
方
の
二
回
シ
イ

ナ
、
茶
ガ
ラ
、
パ
ン
切
れ
等
の
え
さ

を
与
え
て
い
ま
す
。
自
鳥
の
え
さ
と

な
る
茶
が
ら
、
し
い
な
等
の
あ
る
方

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
…
吉

田
公
民
館
（
曾
二
－
二
八
七
四
番
）

ま
た
は
馬
場
和
市
郎
宅
（
三
沢
屋
商

店
曾
二
－
三
六
三
三
番
）
。
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博
物
館
の
資
料
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
現
在
、
郷
土
の
か
け
が
え

の
な
い
文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保

存
し
、
市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た

め
の
施
設
と
し
て
、
博
物
館
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
十
日
町
市
博
物
館
は
、
十
日

町
を
語
る
と
き
に
見
落
す
こ
と
の
で

き
な
い
「
雪
」
と
「
織
物
」
と
「
信

濃
川
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
織

物
の
歴
史
、
人
々
の
く
ら
し
、
雪
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
な
ど
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
て
、
展
示
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
博
物
館
の
建
設
計
画
に
あ

た
り
、
市
で
は
、
前
々
か
ら
資
料
の

収
集
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
、
収
蔵
物
も
か
な
り
の
数

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
、
貴
重
な
資
料
や
多
く
の
民
具
が

市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を
よ
り
充
実

こ寄贈、こ寄託いただきたい資料　i

　　　　　おぷね　　おだい　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
O織物関係一苧舟、苧台、ヘソゲ、ツムザヤ、！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　手力セ、竹弓、フクベ、マイワ、グル、オッ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　のぺだい　へばし　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　タテ、経台、経箸、オサ通し（サンゴ）、トンボ、！
　　　　　　　　　　　　　　　　　かた　！
枠、すみつけヘラ、木羽定木、あいがめ、帷！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1びら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
子、反物、裂見本帳、柄見本帳、いざり機、　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1たかはた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

高機一式、ドビー、ジャガード、力織機、染！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
色学校関係（会報、証書類等）、古い絹織物製品l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　すきや　　　いちらく　ふうっう　　ろ

　（透綾織、一楽、風通、紹織、壁織）、明石、意1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
匠白生地、銘仙等々。　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　さいせい　　　　　　　　　はきたて　じ
O民具…桑つみ道具一式、催青道具一式・掃立i

作業道具、飼育道具、マブシ各種・コモ・製i

糸用具、ほかに生活、生産用具など。　　　　i

Oその他…・古文書、古記録、絵図面、写真（古i

　い街並み、大火、お祭り、染色学校の授業風i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i景など）　　　　　　　　　　　　　　i

さ
せ
た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
上
に
列
挙
さ
れ
た
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
寄
贈
、
ご
寄
託
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

の
買
上
げ
償
還
及
び
担

保
貸
付
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
法
律
施
行

さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
二
十
万
円
、

十
年
償
還
の
記
名
国
債
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
国
庫
債
権
の
買
上
げ

償
還
及
び
担
保
貸
付
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
と
お
り
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
買
上
げ
償
還
の
対
象

　
□
国
庫
債
券
の
記
名
者
が
生
活
保

護
法
の
摘
要
を
受
け
て
い
る
方
。

　
口
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

保
護
を
要
す
る
状
態
に
お
ち
い
る
恐

れ
の
あ
る
方
。

　
買
上
価
格
は
十
三
万
六
千
百
円
で

す
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
五
日
渡

し
一
回
分
受
領
後
の
残
存
賦
札
）
。

　
買
上
償
還
の
手
続
き

　
買
上
希
望
者
が
条
件
に
適
合
す
る

場
合
は
、
買
上
償
還
申
込
書
を
県
援

護
課
へ
進
達
し
ま
す
。
進
達
し
て
か

図
書
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
市
公
民
館
本
館
図
書
室
へ
つ
ぎ
の

方
々
か
ら
図
書
．
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
、

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
山
内
菜
穂
子
七
冊
・
尾
身
み
の
一

冊
・
柳
じ
ゅ
ん
子
九
冊
・
高
橋
明
美

六
冊
・
池
田
タ
ケ
オ
ニ
冊
・
阿
部
六

太
郎
十
冊
・
玉
木
正
男
十
六
冊
・
高

木
司
郎
三
十
九
冊
・
古
沢
幸
次
郎
五

　
呂
＝
3
3
一
一
一
雪
3
●
一
3
一
一
。
．
曾
9
一
霊
。
？
8
呂
。
3
一
〇
●
3
・
一
＝
一
．
雪
－
∴
り
3
・
・
●
・
3
一
＝
．
。
；
・
塁
＝
一
・
2
・

ら
約
半
月
後
に
買
上
償
還
請
求
書
が

県
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

請
求
書
に
市
社
会
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
書
を
添
え
て
指
定
郵
便
局
へ
提

出
し
、
現
金
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

　
担
保
貸
付
の
対
象

　
口
国
庫
債
券
の
記
名
者
が
事
業
資

金
を
必
要
と
す
る
場
合
。

　
担
保
貸
付
の
手
続
き

　
借
入
申
込
書
を
市
社
会
福
祉
事
務

所
を
経
由
し
て
県
へ
提
出
、
県
は
国

民
金
融
公
庫
に
内
申
し
、
公
庫
で
決

定
後
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
貸
付
金
額
　
十
万
円

　
利
息
　
　
　
六
％

　
貸
付
金
額
十
万
円
の
償
還
が
終
わ

　
冊
・
水
落
う
め
三
冊
・
大
熊
玲
子
一

　
冊
・
中
沢
サ
チ
子
百
三
十
六
冊
．
小

　
林
事
吉
一
冊
・
矢
口
房
子
三
冊
．
山

　
内
与
喜
男
三
十
二
冊
・
西
野
茂
三
冊

　
・
南
雲
金
一
六
十
四
冊
・
立
正
佼
成

　
会
十
日
町
教
会
十
冊
・
千
原
亮
子
二

　
十
三
冊
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
十
日

　
町
教
会
十
五
冊
・
藤
闘
征
子
二
冊
・

　
松
岡
周
平
八
冊
・
岩
田
金
蔵
二
十
九

　
冊
・
松
村
美
雪
九
冊
・
柳
幸
子
千
円

　
・
匿
名
四
千
円
（
四
～
十
二
月
）

昌
三
τ
三
…
7
●
三
一
一
『
．
・
●
こ
一
＝
一
三
・
・
…
，
・
9
三
一
…
言
？
8
‘
一
。
…
三
…
。
．
．
・
．
…
o
＝
D
甲
壱

　
り
、
利
息
分
返
済
後
残
存
分
の
国
債

　
が
公
庫
か
ら
返
さ
れ
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
二
月
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
高
田
町
四
の
一

部
、
高
山
第
三
の
一
部
、
高
田
町
五

の
一
部
、
高
山
第
四
の
一
部
　
▽
二

月
二
十
一
日
（
月
）
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
本
町
四
、
本
町
五
の
一
部
、

本
町
六
の
一
部
、
稲
荷
町
一
．
二
丁

目
、
稲
荷
町
三
の
一
部
、
稲
荷
町
三

南
、
丸
山
町
の
一
部
、
稲
荷
町
三
北

の
一
部
Q
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な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
市
内
各
地
で
な
だ
れ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
去
る
一
月
六
日
、
六
箇
地

区
で
表
層
な
だ
れ
の
た
め
人
と
乗
用

車
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸

い
に
も
全
員
無
事
で
し
た
が
、
今
後

は
、
全
層
な
だ
れ
の
危
険
が
で
て
き

ま
し
た
。

　
危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十

分
注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、

な
だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確

保
な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止

を
は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒

の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段

の
ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
レ
な
じ
ヒ
せ
ノ
ヤ

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヂ
ナ

轟
驚
薮
・

　
　
．
！
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い

III”1”ll”IIgll”llllIII昭和52年1月25日1

フbパンガスの事故防止を
　最近県内の各地で、雪によるプロバンガスの爆発
事故が多発しています。特に雪おろしの際、調整器
とポンベの接続部分がおれたり、また、ホースがはず

れ床下にガスが溜り、引火爆発するという事故が発
生していますので、警察署及び地域消防本部、県プ

ロバンガス協会中魚沼十日町支会では、つぎのこと
につし・て注意と協力を呼びかけています。

■ポンベの周囲は常時除雪しておくこと。特に除雪
　の際、容器、バルプ、調整器、ホース、ガスメーター、

　配管等に衝撃を与えないよう注意してください。

■屋根の雪おろし中はもちろん、雪おろし後は、特

　に注意してください。また、万一、ガスもれのあ
　ったときは、火気を消し、ポンベのバルプを締め、

　販売店に連絡してください。就寝、外出時には、コ

　ック、元栓を必ず締めること。

■調整器が凍結し、立ち消え事故が起きないために
　調整器をボリエチレン袋などで覆うようにしてく
　ださい。

ーこれから暖気になりますと、雪の重みで配管、調

　整器、ホース等が破損することがありますので、

ご注意ください。

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は
自
分

で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、
入

口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
p
フ
o

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等

た
め
、
消
火
栓
（
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

配
管
等
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅

固
な
雪
囲
い
を
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
ス
ト
ー
ブ
等
の
燃
料
補
給
は
完

全
に
消
火
を
確
か
め
て
か
ら
。
ま
た
、

ス
ト
：
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を
ほ
さ

な
い
よ
う
に
o

　
目
消
火
器
や
消
火
用
水
の
備
え
を

し
ま
し
よ
う
。

　
■
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避

難
方
法
を
考
え
よ
う
。

浅
川
原
調
整
池
に

自
鳥
が
飛
来

　
浅
川
原
調
整
池
で
は
、
こ
と
し
も

臼
鳥
の
親
子
が
七
羽
優
雅
に
泳
ぎ
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
整
池
に
自

鳥
が
訪
れ
た
の
は
、
す
で
に
六
回
目
。

　
去
る
十
二
月
十
八
日
に
二
羽
だ
っ

た
白
鳥
は
一
月
十
三
日
か
ら
七
羽
に

増
え
、
馬
場
禎
光
君
（
吉
田
中
二
年
）

は
、
毎
日
、
朝
と
夕
方
の
二
回
シ
イ

ナ
、
茶
ガ
ラ
、
パ
ン
切
れ
等
の
え
さ

を
与
え
て
い
ま
す
。
自
鳥
の
え
さ
と

な
る
茶
が
ら
、
し
い
な
等
の
あ
る
方

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
…
吉

田
公
民
館
（
曾
二
－
二
八
七
四
番
）

ま
た
は
馬
場
和
市
郎
宅
（
三
沢
屋
商

店
曾
二
－
三
六
三
三
番
）
。
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博
物
館
の
資
料
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
現
在
、
郷
土
の
か
け
が
え

の
な
い
文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保

存
し
、
市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た

め
の
施
設
と
し
て
、
博
物
館
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
十
日
町
市
博
物
館
は
、
十
日

町
を
語
る
と
き
に
見
落
す
こ
と
の
で

き
な
い
「
雪
」
と
「
織
物
」
と
「
信

濃
川
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
織

物
の
歴
史
、
人
々
の
く
ら
し
、
雪
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
な
ど
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
て
、
展
示
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
博
物
館
の
建
設
計
画
に
あ

た
り
、
市
で
は
、
前
々
か
ら
資
料
の

収
集
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
、
収
蔵
物
も
か
な
り
の
数

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
、
貴
重
な
資
料
や
多
く
の
民
具
が

市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を
よ
り
充
実

こ寄贈、こ寄託いただきたい資料　i

　　　　　おぷね　　おだい　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
O織物関係一苧舟、苧台、ヘソゲ、ツムザヤ、！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　手力セ、竹弓、フクベ、マイワ、グル、オッ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　のぺだい　へばし　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　タテ、経台、経箸、オサ通し（サンゴ）、トンボ、！
　　　　　　　　　　　　　　　　　かた　！
枠、すみつけヘラ、木羽定木、あいがめ、帷！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1びら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
子、反物、裂見本帳、柄見本帳、いざり機、　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1たかはた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

高機一式、ドビー、ジャガード、力織機、染！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
色学校関係（会報、証書類等）、古い絹織物製品l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　すきや　　　いちらく　ふうっう　　ろ

　（透綾織、一楽、風通、紹織、壁織）、明石、意1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
匠白生地、銘仙等々。　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　さいせい　　　　　　　　　はきたて　じ
O民具…桑つみ道具一式、催青道具一式・掃立i

作業道具、飼育道具、マブシ各種・コモ・製i

糸用具、ほかに生活、生産用具など。　　　　i

Oその他…・古文書、古記録、絵図面、写真（古i

　い街並み、大火、お祭り、染色学校の授業風i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i景など）　　　　　　　　　　　　　　i

さ
せ
た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
上
に
列
挙
さ
れ
た
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
寄
贈
、
ご
寄
託
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

の
買
上
げ
償
還
及
び
担

保
貸
付
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
法
律
施
行

さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
二
十
万
円
、

十
年
償
還
の
記
名
国
債
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
国
庫
債
権
の
買
上
げ

償
還
及
び
担
保
貸
付
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
と
お
り
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
買
上
げ
償
還
の
対
象

　
□
国
庫
債
券
の
記
名
者
が
生
活
保

護
法
の
摘
要
を
受
け
て
い
る
方
。

　
口
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

保
護
を
要
す
る
状
態
に
お
ち
い
る
恐

れ
の
あ
る
方
。

　
買
上
価
格
は
十
三
万
六
千
百
円
で

す
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
五
日
渡

し
一
回
分
受
領
後
の
残
存
賦
札
）
。

　
買
上
償
還
の
手
続
き

　
買
上
希
望
者
が
条
件
に
適
合
す
る

場
合
は
、
買
上
償
還
申
込
書
を
県
援

護
課
へ
進
達
し
ま
す
。
進
達
し
て
か

図
書
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

　
市
公
民
館
本
館
図
書
室
へ
つ
ぎ
の

方
々
か
ら
図
書
．
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
、

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
山
内
菜
穂
子
七
冊
・
尾
身
み
の
一

冊
・
柳
じ
ゅ
ん
子
九
冊
・
高
橋
明
美

六
冊
・
池
田
タ
ケ
オ
ニ
冊
・
阿
部
六

太
郎
十
冊
・
玉
木
正
男
十
六
冊
・
高

木
司
郎
三
十
九
冊
・
古
沢
幸
次
郎
五

　
呂
＝
3
3
一
一
一
雪
3
●
一
3
一
一
。
．
曾
9
一
霊
。
？
8
呂
。
3
一
〇
●
3
・
一
＝
一
．
雪
－
∴
り
3
・
・
●
・
3
一
＝
．
。
；
・
塁
＝
一
・
2
・

ら
約
半
月
後
に
買
上
償
還
請
求
書
が

県
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

請
求
書
に
市
社
会
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
書
を
添
え
て
指
定
郵
便
局
へ
提

出
し
、
現
金
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

　
担
保
貸
付
の
対
象

　
口
国
庫
債
券
の
記
名
者
が
事
業
資

金
を
必
要
と
す
る
場
合
。

　
担
保
貸
付
の
手
続
き

　
借
入
申
込
書
を
市
社
会
福
祉
事
務

所
を
経
由
し
て
県
へ
提
出
、
県
は
国

民
金
融
公
庫
に
内
申
し
、
公
庫
で
決

定
後
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
貸
付
金
額
　
十
万
円

　
利
息
　
　
　
六
％

　
貸
付
金
額
十
万
円
の
償
還
が
終
わ

　
冊
・
水
落
う
め
三
冊
・
大
熊
玲
子
一

　
冊
・
中
沢
サ
チ
子
百
三
十
六
冊
．
小

　
林
事
吉
一
冊
・
矢
口
房
子
三
冊
．
山

　
内
与
喜
男
三
十
二
冊
・
西
野
茂
三
冊

　
・
南
雲
金
一
六
十
四
冊
・
立
正
佼
成

　
会
十
日
町
教
会
十
冊
・
千
原
亮
子
二

　
十
三
冊
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
十
日

　
町
教
会
十
五
冊
・
藤
闘
征
子
二
冊
・

　
松
岡
周
平
八
冊
・
岩
田
金
蔵
二
十
九

　
冊
・
松
村
美
雪
九
冊
・
柳
幸
子
千
円

　
・
匿
名
四
千
円
（
四
～
十
二
月
）

昌
三
τ
三
…
7
●
三
一
一
『
．
・
●
こ
一
＝
一
三
・
・
…
，
・
9
三
一
…
言
？
8
‘
一
。
…
三
…
。
．
．
・
．
…
o
＝
D
甲
壱

　
り
、
利
息
分
返
済
後
残
存
分
の
国
債

　
が
公
庫
か
ら
返
さ
れ
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
二
月
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
高
田
町
四
の
一

部
、
高
山
第
三
の
一
部
、
高
田
町
五

の
一
部
、
高
山
第
四
の
一
部
　
▽
二

月
二
十
一
日
（
月
）
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
本
町
四
、
本
町
五
の
一
部
、

本
町
六
の
一
部
、
稲
荷
町
一
．
二
丁

目
、
稲
荷
町
三
の
一
部
、
稲
荷
町
三

南
、
丸
山
町
の
一
部
、
稲
荷
町
三
北

の
一
部
Q
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白

い
祭
典

第
2
8
回
雪
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
よ
う

　
第
二
十
八
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）
の
二
日

間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
雪
国
に
生
活
す
る
私
達
が
毎
年
の

豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
ず
、
市
民

の
英
知
と
努
力
で
雪
ま
つ
り
を
生
み
、

今
で
は
、
冬
の
行
事
と
し
て
全
国
的

に
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
町
内
会

や
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
雪

の
芸
術
作
品
を
市
内
各
地
に
配
置
し

な
が
ら
、
カ
i
ニ
バ
ル
会
場
、
コ
ミ

ユ
ニ
テ
イ
会
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド

会
場
の
三
会
場
を
中
心
に
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
城
ケ
丘
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
で
は
、

　
　
　
　
　
　
び
ゃ
く
で
ん
　
　
ま

十
二
日
の
夜
に
「
白
殿
の
舞
い
」
と

名
付
け
ら
れ
た
雪
上
舞
台
で
、
十
日

町
大
太
鼓
の
出
演
や
絢
欄
豪
華
な
き

も
の
シ
ョ
ー
、
あ
る
い
は
、
和
田
ア

キ
子
、
ピ
ン
ク
レ
デ
イ
、
内
藤
や
す

子
、
岡
田
奈
々
な
ど
の
出
演
に
よ
る

「
歌
の
ア
ル
バ
ム
」
の
録
画
な
ど
一

大
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

雪上舞台はr省鹸の轟い」

　第28回雪まっりは、2月12、13の両日盛大に繰り広げられ

ますが・このほど・雪上カーニバルの雪上麹食籔デぜイン

がつぎのとおり決定されました。題して「白殿の舞い」。

　これは、広島県の厳島神社をかた：どったもので、さもの

の四季のタイトルにあわせ、きものショー等が繰り広げら

れます。織物組合青年部は、1月から高さ13㍍、幅45㍍、

奥行45㍍の巨大な雪上舞台づくりの態勢に入っています。

　
ま
た
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
広
場
」
で
は
、

竹
林
の
庵
（
雪
上
茶
会
）
、
ス
ノ
：
フ

イ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
、
た
ば

こ
吸
い
当
て
大
会
、
ハ
テ
ナ
の
穴
、

郷
土
民
具
の
展
示
即
売
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
十
日
町
駅
横
の
「
雪

ま
つ
り
ラ
ン
ド
」
で
は
、
大
規
模
な

雪
の
芸
術
作
品
、
広
告
美
術
板
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
利
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
広
場
」

で
は
、
若
者
や
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
っ
た
楽
し
い
行
事
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
協
賛
行
事
と
し
て
、
市

民
会
館
で
は
、
書
道
、
新
潟
県
写
真

サ
ロ
ン
展
、
渓
流
釣
写
真
展
、
ナ
ツ

メ
ロ
大
行
進
（
十
三
日
夜
）
が
予
定

さ
れ
、
市
民
体
育
館
で
は
子
供
ビ
ッ

ク
シ
ョ
ー
（
十
三
日
）
が
、
商
工
福
祉

会
館
で
民
謡
大
会
（
十
三
日
）
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
十
日
町
小
学
校
で
は
、
郡
市
小
中

学
校
版
画
デ
ザ
イ
ン
展
が
開
か
れ
、

カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
付
近
で
は
、
雪
ま

つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
十
三
日
昼

モ
デ
ル
、
東
て
る
美
、
た
か
せ
梨
乃
）

チ
ン
コ
ロ
市
（
昭
和
町
通
り
）
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
市

民
総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
市
内

は
す
で
に
満
員
の
た
め
、
六
日
町
、

津
南
町
等
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
　
（
雪
ま
つ
り
事
務

局
・
商
工
福
祉
会
館
三
階
魯
七
－
三

七
三
二
番
）

遺
族
援
護
法
を
一
部
改
正

　
こ
の
ほ
ど
、
つ
ぎ
の
と
お
り
遺
族

援
護
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
障
害
年
金
受
給
者
の
平
病
死
に
遺

　
族
年
金
を
支
給

　
不
具
廃
疾
の
程
度
が
公
務
傷
病
に

あ
っ
て
は
第
一
款
症
か
ら
第
五
款
症

ま
で
、
勤
務
に
関
連
し
た
傷
病
に
あ

っ
て
は
、
特
別
項
症
か
ら
第
六
項
症

ま
で
の
障
害
年
金
受
給
者
が
そ
の
給

付
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
り
平
病
死

し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
十
万
円
の

遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
の
妻
な
ど
に
か
か
わ
る
再

　
婚
解
消
期
限
を
延
長

　
戦
没
者
死
亡
後
再
婚
し
た
が
昭
和

二
十
七
年
四
月
三
十
日
か
ら
昭
和
二

十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
離
婚

に
よ
り
婚
姻
の
解
消
ま
た
信
取
消
し

を
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
そ
の
婚

姻
の
相
手
方
の
死
亡
に
よ
り
離
婚
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
は
遺
族
年

金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
再
婚
の
相
手
方
の
遺
族

と
し
て
年
金
や
扶
助
料
を
受
給
し
て

い
る
方
は
該
当
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
す
み
や
か
に
市

社
会
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
川
治
地
区
新
春
娯
楽
大
会

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
恒
例
の
新

春
娯
楽
大
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
希
望
者
は
二
月
一
日
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
同
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
二
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時

半
～
午
後
四
時

　
場
所
　
川
治
地
区
公
民
館

　
種
目
　
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀

　
会
費
　
千
円
（
昼
食
、
賞
品
代
）

　
そ
の
他
川
治
地
区
民
で
あ
る
こ
と
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い
し
ま
す
。
ま
た
、
引
込
線
な
ど
に

屋
根
雪
の
自
然
落
下
に
十
分
　
　
雪
を
あ
て
な
い
で
く
だ
さ
い
・
電
線

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
が
切
れ
．
い
る
の
を
発
見
し
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
で
す
か
ら
「
絶
対
」
触
れ
な
い

　
最
近
市
内
に
は
、
屋
根
雪
を
自
然
　
　
　
■
雪
が
道
路
上
に
自
然
落
下
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
ぐ
東
北
電
力
ま
で
．
こ
連
絡
く
だ

落
下
す
る
建
物
が
普
及
さ
れ
て
き
ま
　
　
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
㌧

し
た
が
、
危
険
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
　
　
■
新
築
さ
れ
る
方
は
、
建
築
士
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）

ま
ず
の
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
ご
　
　
建
設
業
者
の
方
と
よ
く
相
談
の
上
、

注
意
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
道
路
や
隣
地
に
落
下
す
る
こ
と
の
な
　
雪
お
ろ
し
の
際
は

■
す
で
に
施
設
さ
れ
た
建
物
に
っ
　
い
よ
う
＋
分
考
慮
し
て
建
築
す
る
よ
　
電
話
線
に
ご
注
意

い
て
は
、
塗
装
等
を
し
な
お
す
な
ど
　
　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
屋
根
面
を
す
べ
り
や
す
く
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
建
設
課
）
　
　
　
最
近
、
雪
お
ろ
し
の
際
の
電
話
線

雪
が
ま
と
ま
っ
て
落
ち
る
こ
ど
の
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断
線
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
断

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
ま
た
、
危
　
感
電
防
止
の
お
願
い
　
　
線
し
ま
す
と
、
積
雪
の
た
め
、
復
旧

険
な
箇
所
に
は
雪
止
金
物
を
取
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
時
間
が
か
か
り
、
場
合
に
よ
っ
て

る
な
ど
危
険
の
な
い
よ
う
措
置
し
て
　
　
雪
お
ろ
し
の
際
は
、
電
線
や
ト
ラ
　
　
は
長
時
間
電
話
が
使
え
な
く
な
る
こ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
な
ど
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
お
願
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。
雪
お
ろ
し
の
際
は
、

　
ロ
ロ
ロ
ロ
n
》
口
U
h
》
n
》
口
口
M
U
H
U
ロ
ロ
M
口
》
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
岡
U
h
》
ロ
ロ
ロ
M
U
h
》
ロ
ロ
M
H
》
胃
》
哲
》
ロ
ロ
n
》
ロ
ロ
h
》
ロ
0
0
0

　
　
　
　
　
　
本
日
の
天
気
予
報
、
　
　
く
走
り
去
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
歩
　
　
な
い
ん
で
す
。
歩
行
者
だ
け
で
な
く
、

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
み
ぞ

れ
ま
た
は
雪
。
最
近
の

天
気
予
報
は
当
た
る
み

た
い
と
は
一
市
民
の
声

ー
。
お
か
げ
で
雪
と
消

雪
の
水
で
道
路
は
ダ
ボ

ダ
ボ
で
す
。
寒
さ
に
負

け
ず
学
校
や
会
社
へ
急

ぐ
通
勤
通
学
時
に
、
後

か
ら
来
た
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
は
歩
行
者
な
ん
か
目

も
く
れ
ず
に
カ
ッ
コ
良

行
者
は
、
見
る
も
ぶ
ざ
ま
な
ビ
シ
ョ

ぬ
れ
…
…
。
雪
の
多
い
十
日
町
市
は

消
雪
パ
イ
プ
が
役
立
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
側
の
雪
の
た
め
排
水
が
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

で
ス
ピ
ー
ド
出
し
て
、
急
ブ
レ
ー
キ

か
け
て
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
て
…
そ
ん

な
の
が
カ
ッ
コ
良
い
と
思
い
ま
す
か

？
。
　
「
俺
は
運
転
う
ま
い
な
」
な
ん

て
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
。
そ
ん

な
の
は
、
名
ド
ラ
イ
バ
ー
と
は
言
わ

ネ
コ
や
犬
だ
ろ
う
と
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
に
も
気
を
つ
か
っ
て
い
る
人
が

名
ド
ラ
イ
バ
ー
と
言
え
る
ん
で
す
よ
。

映
画
の
マ
ネ
し
て
飛
ば
し
て
み
た
っ

て
、
愛
車
と
心
中
な
ん
て
こ
と
に
な

っ
た
ら
大
変
で
す
。
だ
か
ら
、
カ
ッ

コ
マ
ン
気
ど
っ
て
い
る
方
は
、
気
を

つ
け
て
ー
。
ま
た
、
だ
れ
も
水
を
か

け
ら
れ
た
が
り
は
し
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
も
う
少
し
、
歩
い
て
い
る
人
の
身

に
な
っ
て
走
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
線
と
共
に
電
話
線
に
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

固
定
資
産
課
税
台

帳
を
縦
覧
し
ま
す

　
昭
和
五
十
二
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
は
三
月
一
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
。
　
（
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

日
曜
祭
日
は
休
み
）
登
録
事
項
等
に

つ
い
て
の
不
服
申
立
期
間
は
、
縦
覧

期
間
の
初
日
か
ら
そ
の
末
日
後
の
十

日
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
事
項
等
に

つ
い
て
不
服
申
立
が
で
き
る
の
は
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
■
昭
和
五
十
一
年
中
に
土
地
の
地

目
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
　
■
昭
和

五
十
一
年
中
に
家
屋
の
新
増
改
築
、

取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合
　
■
昭

和
五
十
二
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決

定
さ
れ
た
償
却
資
産

　
第
一
期
四
月
十
六
日
か
ら
同
月
末

日
ま
で
。
第
二
期
七
月
十
六
日
か
ら

同
月
末
日
ま
で
。
第
三
期
九
月
十
六

日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
。
第
四
期
十

一
月
十
六
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
。

「
健
康
の
日
」
の
計
画
を
た
て
よ
う
…

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
が
、
こ
の
一
年
㎜

間
、
健
康
を
保
つ
に
は
ど
の
よ
う
に
…

…
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
、
そ
の
計
画
㎜

…
を
た
て
た
い
も
の
で
す
。

　
寒
い
時
期
で
す
、
寒
さ
に
ま
け
ず
…

｛
戸
外
に
出
て
、
新
し
い
空
気
を
吸
い
㎜

㎜
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
の
受
給
者

は
現
況
届
を

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
年
四

回
（
通
算
老
齢
年
金
は
年
二
回
）
に

分
け
て
み
な
さ
ん
が
指
定
し
た
銀
行

や
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の

年
金
を
引
続
き
う
け
る
た
め
に
は
、

年
に
一
度
年
金
受
給
権
者
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
み
な
さ

ん
の
所
へ
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
長

証
明
印
を
も
ら
い
二
月
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
届
け
が
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十

二
年
六
月
期
以
降
の
年
金
が
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
．
こ
注

意
く
だ
さ
い
。
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白

い
祭
典

第
2
8
回
雪
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
よ
う

　
第
二
十
八
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
二
日
（
土
）
、
十
三
日
（
日
）
の
二
日

間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
雪
国
に
生
活
す
る
私
達
が
毎
年
の

豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
ず
、
市
民

の
英
知
と
努
力
で
雪
ま
つ
り
を
生
み
、

今
で
は
、
冬
の
行
事
と
し
て
全
国
的

に
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
町
内
会

や
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
雪

の
芸
術
作
品
を
市
内
各
地
に
配
置
し

な
が
ら
、
カ
i
ニ
バ
ル
会
場
、
コ
ミ

ユ
ニ
テ
イ
会
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド

会
場
の
三
会
場
を
中
心
に
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
城
ケ
丘
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
で
は
、

　
　
　
　
　
　
び
ゃ
く
で
ん
　
　
ま

十
二
日
の
夜
に
「
白
殿
の
舞
い
」
と

名
付
け
ら
れ
た
雪
上
舞
台
で
、
十
日

町
大
太
鼓
の
出
演
や
絢
欄
豪
華
な
き

も
の
シ
ョ
ー
、
あ
る
い
は
、
和
田
ア

キ
子
、
ピ
ン
ク
レ
デ
イ
、
内
藤
や
す

子
、
岡
田
奈
々
な
ど
の
出
演
に
よ
る

「
歌
の
ア
ル
バ
ム
」
の
録
画
な
ど
一

大
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

雪上舞台はr省鹸の轟い」

　第28回雪まっりは、2月12、13の両日盛大に繰り広げられ

ますが・このほど・雪上カーニバルの雪上麹食籔デぜイン

がつぎのとおり決定されました。題して「白殿の舞い」。

　これは、広島県の厳島神社をかた：どったもので、さもの

の四季のタイトルにあわせ、きものショー等が繰り広げら

れます。織物組合青年部は、1月から高さ13㍍、幅45㍍、

奥行45㍍の巨大な雪上舞台づくりの態勢に入っています。

　
ま
た
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
広
場
」
で
は
、

竹
林
の
庵
（
雪
上
茶
会
）
、
ス
ノ
：
フ

イ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
、
た
ば

こ
吸
い
当
て
大
会
、
ハ
テ
ナ
の
穴
、

郷
土
民
具
の
展
示
即
売
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
十
日
町
駅
横
の
「
雪

ま
つ
り
ラ
ン
ド
」
で
は
、
大
規
模
な

雪
の
芸
術
作
品
、
広
告
美
術
板
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
利
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
広
場
」

で
は
、
若
者
や
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
っ
た
楽
し
い
行
事
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
協
賛
行
事
と
し
て
、
市

民
会
館
で
は
、
書
道
、
新
潟
県
写
真

サ
ロ
ン
展
、
渓
流
釣
写
真
展
、
ナ
ツ

メ
ロ
大
行
進
（
十
三
日
夜
）
が
予
定

さ
れ
、
市
民
体
育
館
で
は
子
供
ビ
ッ

ク
シ
ョ
ー
（
十
三
日
）
が
、
商
工
福
祉

会
館
で
民
謡
大
会
（
十
三
日
）
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
十
日
町
小
学
校
で
は
、
郡
市
小
中

学
校
版
画
デ
ザ
イ
ン
展
が
開
か
れ
、

カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
付
近
で
は
、
雪
ま

つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
十
三
日
昼

モ
デ
ル
、
東
て
る
美
、
た
か
せ
梨
乃
）

チ
ン
コ
ロ
市
（
昭
和
町
通
り
）
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
市

民
総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
市
内

は
す
で
に
満
員
の
た
め
、
六
日
町
、

津
南
町
等
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
　
（
雪
ま
つ
り
事
務

局
・
商
工
福
祉
会
館
三
階
魯
七
－
三

七
三
二
番
）

遺
族
援
護
法
を
一
部
改
正

　
こ
の
ほ
ど
、
つ
ぎ
の
と
お
り
遺
族

援
護
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
障
害
年
金
受
給
者
の
平
病
死
に
遺

　
族
年
金
を
支
給

　
不
具
廃
疾
の
程
度
が
公
務
傷
病
に

あ
っ
て
は
第
一
款
症
か
ら
第
五
款
症

ま
で
、
勤
務
に
関
連
し
た
傷
病
に
あ

っ
て
は
、
特
別
項
症
か
ら
第
六
項
症

ま
で
の
障
害
年
金
受
給
者
が
そ
の
給

付
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
り
平
病
死

し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
十
万
円
の

遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
の
妻
な
ど
に
か
か
わ
る
再

　
婚
解
消
期
限
を
延
長

　
戦
没
者
死
亡
後
再
婚
し
た
が
昭
和

二
十
七
年
四
月
三
十
日
か
ら
昭
和
二

十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
離
婚

に
よ
り
婚
姻
の
解
消
ま
た
信
取
消
し

を
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
そ
の
婚

姻
の
相
手
方
の
死
亡
に
よ
り
離
婚
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
は
遺
族
年

金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
再
婚
の
相
手
方
の
遺
族

と
し
て
年
金
や
扶
助
料
を
受
給
し
て

い
る
方
は
該
当
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
す
み
や
か
に
市

社
会
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
川
治
地
区
新
春
娯
楽
大
会

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
恒
例
の
新

春
娯
楽
大
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
希
望
者
は
二
月
一
日
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
同
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
二
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時

半
～
午
後
四
時

　
場
所
　
川
治
地
区
公
民
館

　
種
目
　
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀

　
会
費
　
千
円
（
昼
食
、
賞
品
代
）

　
そ
の
他
川
治
地
区
民
で
あ
る
こ
と
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い
し
ま
す
。
ま
た
、
引
込
線
な
ど
に

屋
根
雪
の
自
然
落
下
に
十
分
　
　
雪
を
あ
て
な
い
で
く
だ
さ
い
・
電
線

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
が
切
れ
．
い
る
の
を
発
見
し
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
で
す
か
ら
「
絶
対
」
触
れ
な
い

　
最
近
市
内
に
は
、
屋
根
雪
を
自
然
　
　
　
■
雪
が
道
路
上
に
自
然
落
下
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
ぐ
東
北
電
力
ま
で
．
こ
連
絡
く
だ

落
下
す
る
建
物
が
普
及
さ
れ
て
き
ま
　
　
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
㌧

し
た
が
、
危
険
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
　
　
■
新
築
さ
れ
る
方
は
、
建
築
士
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）

ま
ず
の
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
ご
　
　
建
設
業
者
の
方
と
よ
く
相
談
の
上
、

注
意
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
道
路
や
隣
地
に
落
下
す
る
こ
と
の
な
　
雪
お
ろ
し
の
際
は

■
す
で
に
施
設
さ
れ
た
建
物
に
っ
　
い
よ
う
＋
分
考
慮
し
て
建
築
す
る
よ
　
電
話
線
に
ご
注
意

い
て
は
、
塗
装
等
を
し
な
お
す
な
ど
　
　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
屋
根
面
を
す
べ
り
や
す
く
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
建
設
課
）
　
　
　
最
近
、
雪
お
ろ
し
の
際
の
電
話
線

雪
が
ま
と
ま
っ
て
落
ち
る
こ
ど
の
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断
線
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
断

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
ま
た
、
危
　
感
電
防
止
の
お
願
い
　
　
線
し
ま
す
と
、
積
雪
の
た
め
、
復
旧

険
な
箇
所
に
は
雪
止
金
物
を
取
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
時
間
が
か
か
り
、
場
合
に
よ
っ
て

る
な
ど
危
険
の
な
い
よ
う
措
置
し
て
　
　
雪
お
ろ
し
の
際
は
、
電
線
や
ト
ラ
　
　
は
長
時
間
電
話
が
使
え
な
く
な
る
こ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
な
ど
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
お
願
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。
雪
お
ろ
し
の
際
は
、

　
ロ
ロ
ロ
ロ
n
》
口
U
h
》
n
》
口
口
M
U
H
U
ロ
ロ
M
口
》
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
岡
U
h
》
ロ
ロ
ロ
M
U
h
》
ロ
ロ
M
H
》
胃
》
哲
》
ロ
ロ
n
》
ロ
ロ
h
》
ロ
0
0
0

　
　
　
　
　
　
本
日
の
天
気
予
報
、
　
　
く
走
り
去
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
歩
　
　
な
い
ん
で
す
。
歩
行
者
だ
け
で
な
く
、

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
み
ぞ

れ
ま
た
は
雪
。
最
近
の

天
気
予
報
は
当
た
る
み

た
い
と
は
一
市
民
の
声

ー
。
お
か
げ
で
雪
と
消

雪
の
水
で
道
路
は
ダ
ボ

ダ
ボ
で
す
。
寒
さ
に
負

け
ず
学
校
や
会
社
へ
急

ぐ
通
勤
通
学
時
に
、
後

か
ら
来
た
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
は
歩
行
者
な
ん
か
目

も
く
れ
ず
に
カ
ッ
コ
良

行
者
は
、
見
る
も
ぶ
ざ
ま
な
ビ
シ
ョ

ぬ
れ
…
…
。
雪
の
多
い
十
日
町
市
は

消
雪
パ
イ
プ
が
役
立
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
側
の
雪
の
た
め
排
水
が
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

で
ス
ピ
ー
ド
出
し
て
、
急
ブ
レ
ー
キ

か
け
て
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
て
…
そ
ん

な
の
が
カ
ッ
コ
良
い
と
思
い
ま
す
か

？
。
　
「
俺
は
運
転
う
ま
い
な
」
な
ん

て
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
。
そ
ん

な
の
は
、
名
ド
ラ
イ
バ
ー
と
は
言
わ

ネ
コ
や
犬
だ
ろ
う
と
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
に
も
気
を
つ
か
っ
て
い
る
人
が

名
ド
ラ
イ
バ
ー
と
言
え
る
ん
で
す
よ
。

映
画
の
マ
ネ
し
て
飛
ば
し
て
み
た
っ

て
、
愛
車
と
心
中
な
ん
て
こ
と
に
な

っ
た
ら
大
変
で
す
。
だ
か
ら
、
カ
ッ

コ
マ
ン
気
ど
っ
て
い
る
方
は
、
気
を

つ
け
て
ー
。
ま
た
、
だ
れ
も
水
を
か

け
ら
れ
た
が
り
は
し
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
も
う
少
し
、
歩
い
て
い
る
人
の
身

に
な
っ
て
走
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
線
と
共
に
電
話
線
に
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

固
定
資
産
課
税
台

帳
を
縦
覧
し
ま
す

　
昭
和
五
十
二
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
は
三
月
一
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
。
　
（
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

日
曜
祭
日
は
休
み
）
登
録
事
項
等
に

つ
い
て
の
不
服
申
立
期
間
は
、
縦
覧

期
間
の
初
日
か
ら
そ
の
末
日
後
の
十

日
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
事
項
等
に

つ
い
て
不
服
申
立
が
で
き
る
の
は
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
■
昭
和
五
十
一
年
中
に
土
地
の
地

目
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
　
■
昭
和

五
十
一
年
中
に
家
屋
の
新
増
改
築
、

取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合
　
■
昭

和
五
十
二
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決

定
さ
れ
た
償
却
資
産

　
第
一
期
四
月
十
六
日
か
ら
同
月
末

日
ま
で
。
第
二
期
七
月
十
六
日
か
ら

同
月
末
日
ま
で
。
第
三
期
九
月
十
六

日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
。
第
四
期
十

一
月
十
六
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
。

「
健
康
の
日
」
の
計
画
を
た
て
よ
う
…

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
が
、
こ
の
一
年
㎜

間
、
健
康
を
保
つ
に
は
ど
の
よ
う
に
…

…
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
、
そ
の
計
画
㎜

…
を
た
て
た
い
も
の
で
す
。

　
寒
い
時
期
で
す
、
寒
さ
に
ま
け
ず
…

｛
戸
外
に
出
て
、
新
し
い
空
気
を
吸
い
㎜

㎜
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
の
受
給
者

は
現
況
届
を

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
年
四

回
（
通
算
老
齢
年
金
は
年
二
回
）
に

分
け
て
み
な
さ
ん
が
指
定
し
た
銀
行

や
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の

年
金
を
引
続
き
う
け
る
た
め
に
は
、

年
に
一
度
年
金
受
給
権
者
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
み
な
さ

ん
の
所
へ
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
長

証
明
印
を
も
ら
い
二
月
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
届
け
が
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十

二
年
六
月
期
以
降
の
年
金
が
う
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
．
こ
注

意
く
だ
さ
い
。
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全
面
断
水
を

　
　
防
ぐ
た
め
節
水
に
ご
協
力
を

　
年
末
か
ら
の
連
続
的
寒
波
に
よ
り
、

上
水
道
の
水
源
井
戸
が
異
常
な
水
位

低
下
と
な
り
、
揚
水
量
が
昨
年
の
二

十
五
％
も
少
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
城
之
古
の
二
つ
の
井
戸
の

水
位
が
さ
が
っ
て
お
り
、
昨
年
掘
削

し
た
第
六
水
源
か
ら
も
日
量
千
五
百

立
方
灯
の
取
水
を
し
て
補
給
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
冬
は
平
常
の
四
十

～
五
十
％
も
多
く
使
用
さ
れ
る
た
め
、

水
不
足
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

全
面
断
水
も
時
問
の
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
隣
り
の
市
で
は
、
一
日
十

一
時
間
の
断
水
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
し
な
い
よ
う
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
雪
消
し
に
は
水
道
水
を
絶
対

　
使
わ
な
い

　
水
道
の
水
は
飲
料
水
が
主
体
で
す
。

使
い
す
ぎ
る
と
飲
み
水
が
な
く
な
り

ま
す
。

　
凍
結
防
止
の
タ
ラ
タ
ラ
出
し
も

　
や
め
て
く
だ
さ
い

　
市
の
水
道
管
は
ポ
リ
管
で
す
の
で
、

凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
凍
る
の
は
、
蛇
口
（
金
属

部
分
）
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
、

凍
っ
た
ら
早
め
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

れ
ば
と
け
ま
す
。

　
も
し
、
ひ
ど
く
な
っ
て
手
に
お
え

な
い
と
き
は
、
水
道
課
か
水
道
工
事

店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ム
ダ
水
は
流
さ
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
市
の
水
源
は
井
戸
で
す
。

ポ
ン
プ
の
能
力
が
あ
っ
て
も
井
戸
が

枯
れ
れ
ば
、
飲
料
水
は
す
ぐ
に
は
つ

く
れ
ま
せ
ん
。

　
※
凍
結
防
止
の
上
手
な
方
法

　
箸
の
太
さ
ほ
ど
に
し
て
出
し
放
し

に
し
ま
す
と
一
晩
に
四
千
錫
も
の
水

が
出
ま
す
し
、
蛇
口
に
キ
ズ
が
つ
き

不
経
済
で
す
。
夜
中
に
一
度
か
二
度

バ
ケ
ツ
に
一
杯
位
の
水
を
出
し
、
管

の
中
の
水
を
動
か
し
て
や
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

豪
雪
写
真
を

　
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示

　
市
役
所
雪
害
対
策
室
及
び
豪
雪
災

害
対
策
本
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
昭

和
五
十
二
年
一
月
豪
雪
の
写
真
を
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た

の
で
、
市
役
所
へ
お
い
で
の
際
は
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
　
　
児

日
日
　
　
　
火
火

ま
丁
　
　
　
　
　
一
一
一
両

2
月
1
5
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
　
日
　
町

公
　
民
　
館

51

年
4
月
1
日
～

6
月
3
0
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
も
の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相
談

育
児
学
級

並
び
に
4
カ

月
児
検
診

2
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

51
年
1
0
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定
、
内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

2
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

48

年
8
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を
対
象
。

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い
o

みんなで防ごう

　脳卒中

ii馨ii鱗i蝶…

◇寒さとか急激な温度の変化

　の中に体をさらすことはよ

　くない

◇バランスのとれた食事をし

　ょう

庭野医院（神明町）6日（日）

奮2－2711番

中条病院（北原）11日（金）

魯7－3018番

大　島　医　院（川原町）13日（日）

（（

曾2－2957番

至誠堂医院（西浦東）20日（日）

魯2－3276番

十日町病院（高田町三南）27日（日）

魯7－5566番

◇ふとることは危険

ベルトが伸びれば命がちぢむ

　、3・とるということは、だい

たい脂肪ぶとりです。

　その体に、血液を送るため

には、心臓がよほどの強い力
で血液を押し出さなければな
りませんが、これが高血庄で

心筋は疲れ、っいには、体全
体がくたびれてしまいます。

（身長一100）×0．9の前後1割

一標準体重

講勤）集団檎診に競・て

　昭和51年度胃集団検診を申し込まれ

た方の中で、通知した検診日に都合で

検診できなかった人が多数いました・

このため、検診できなかった人を対象

に、3月検診を実施しますので、該当

者は、市保健課（曾7－3111番）へ2月10

日までにご連絡ください。連絡のあっ

た方には、実施日時等記入した個人通

知書を送付します・
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：
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とお』噛向墜

2／25
　　　□16号□

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3H1）毎月25日（1部6円）

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
で
、
全
層
な
だ

れ
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
雪
害
対
策
室
及
び
市
豪
雪
災
害

対
策
本
部
で
は
、
市
内
山
間
集
落
の

な
だ
れ
危
険
カ
所
や
道
路
状
況
等
を

　　　　　　織　　　撒鑓1嚢

　　　　　　2月15目現在

人的被害

　重傷2名　軽傷6名
　屋根雪除雪の際、屋根か

　ら転落したもの。

建物被害

　全壊2棟、一部損壊5棟
　特に空屋等の被害が多く

　なっています。

浸水被害

　床上浸水9戸、床下浸水

　8戸。浸水被害は、この

　ほか相当数ある模様。

農用施設被害

　ビニールハウス　80α

は
握
す
る
た
め
、
去
る
二
月
十
六
、

十
七
日
の
両
日
、
山
間
集
落
の
査
察

を
行
い
ま
し
た
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要
な
指
示
、
道
路
状
況
、
公
共
施
設

の
除
雪
状
況
、
保
護
世
帯
等
の
状
況
、

医
療
関
係
、
生
活
物
資
の
確
保
状
況

な
ど
が
詳
細
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
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な
だ
れ
危
険
ヵ
所
は
市
内
で
約
八
十

ヵ
所
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
な
だ
れ
危

険
カ
所
の
あ
る
部
落
及
び
通
行
人
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、
な
だ
れ
事

故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
各
部
落
と
も
危
険
カ
所
の
監
視

を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達
に
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故
の

未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
カ
所
で
迂
回
路
可
能
の
所

は
、
迂
回
路
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

　プロパンガス・燃料タング

弼黒難勲慈熱、、

　最近県内各地で雪によるプロパンガスの

爆発事故や、燃料タンクの配管破損事故が

発生しています。

特に圧雪のため、屋外に設置した燃料タンク

の配管が破損したり、調整器とプロパンガ

スボンベの接続部分がおれたり、ホースが

はずれ床下にガスが溜り、引火爆発すると

いう事故が発生しています。幸い市内には、

プロパンガスの爆発事故は1件もありませ

んが、今後とも各家庭におかれては、プロ

パンガスボンベや、燃料タンク等に直接雪

の重みがかからないようにするなど、施設

の管理点検に十分ご注意ください。

■ボンベの周囲は、常時除雪しておく。特

　に、除雪の際、容器バルブ、調整器、

　ホース、ガスメーター、配管等に衝撃を

　与えないよう注意してください。

■屋外に設置してある燃料タンクの周囲は

　常時除雪しておく。

■屋根の雪おろし中はもちろん、雪おろし

　後は、特に注意してください。また、万

　一、ガスもれのあったときは、火気を消

　しボンベのバルブを締め、販売店に連絡

　してください。

　就寝、外出時には、コック、元栓を必ず

　締めること。

■調整器が凍結し、立ち消え事故が起きな

　いために、調整器をポリエチレン袋など

　で覆うようにしてください。

■これから暖気になりますと、雪の重みで

　配管、調整器、ホース等が破損すること

　がありますので、ご注意ください。


